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令和４年度 学校体育施設の有効活用推進事業（浦和スポーツクラブ）
さいたま市立本太中学校のテニスコートと武道場の活用試行結果

事業実施にあたり課題認識

地域部活動移行の受け皿整備を見据え、地域住民や地域のスポーツ団体による学校施設の利活用の促
進にむけた課題を確認するとともに、３者と行政機関の連携を高めるために、授業で用いることが少ないテニ
スコートと武道場の運用を地域スポーツ団体が担い、地域住民による利用促進を試行する。

実施内容

本事業で
導きたい成果

今後、中学校施設の地域利用をより充実させていくための課題と効果を明らかにし、これを
関係者間で共有すること

学校（教職員）に新たな負担を生じさせない

不特定の利用者への情報周知
（施設状況や、利用可否情報の周知、連絡等）

利用者に優しくない利用環境の改善
（快適さや利便性の確保）

近隣住民の懸念の払拭（騒音、交通面など）

保護者や教職員の理解醸成

クラブによる利用受付と参加者管理
生徒との錯綜回避

広報誌の配布、ＳＮＳの活用

説明資料・広報誌の配布
アンケートと検討会による意見収集

武道場への暖房機の設置
利用者からの意見収集 等

説明資料・広報誌の配布
アンケートや検討会による意見収集
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本太中学校の位置と概要

さいたま市浦和区領家１丁目 京浜東北線北浦和駅から徒歩１５分

生徒数 704人 各学年 ６～７クラス

創立 1948年 74周年
現在の校舎：1974年 築48年 体育館：1973年 築49年

浦和区 人口：16万7千人 人口密度：1.4万人/㎢
高齢化率 20.0％ 5年間人口増加率 6.7%

〇：小学校 〇：中学校 〇：高校
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本太中学校の施設配置

武道場（1987年）

テニスコート

校舎

体育館

校庭
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テニスコートの概要

道路側の２面を
利用

臨時駐輪場
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武道場の概要

2階建（１階柔道場、２階剣道場）

フロア面積（階） 約２００㎡

体育館

校庭

校舎
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結果 利用状況（テニスコート）

平日日数 利用可能日数 面貸し日数 レッスン日数 レッスン人数
10/20～ ８ ８（100％） ０ ４ １３

11月 １７ １４（82%） ７ １３ ４５
12月 １９ １３（68%） ６ １２ ４７
１月 １９ １４（73％） ６ １３ ４７
～2/3 ３ ３（100%） ２ ３ １１
計 ６６ ５２（79％） ２１（40%） ４６（88%） １６３

（利用の仕組み）
• 利用時間は10時～12時
• レッスンは１人1,000円（8人まで）
• 面貸しは500円/面
• 予約システムで前日までに予約

（状況）
• 利用不可は、雨天やコートコンディション不良。学校都合で不可は無し。
• 11月からレッスンはほぼ毎回予約あり。１～７人が参加
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結果 利用状況（武道場）

平日日数 総枠数 貸し出し枠数 実際に利用した枠 参加人数
10/20～ ８ ３２ ８（25%） ６ ４

11月 １７ ６８ １６（23%） １０ １７
12月 １９ ７６ １４（18%） ９ ２７
１月 １９ ７６ １７（22％） １１ ２４
～2/3 ３ １２ ３（25%） ３ ３
計 ６６ ２６４ ５８（22%） ４５（78%） ７５

（利用の仕組み）
• 学校側利用予定は教頭が集約し、前月半ば過ぎにクラブに伝達
• 利用時間は、１枠１時間として、生徒と利用者の錯綜を避けるために、午前２枠、午後
２枠を設定

• ヨガ等のプログラムを準備し、参加費はワンコイン（500円）

（状況）
• 枠数に対して、実際に利用可能であった枠はおよそ２割。ほとんどが午後の時間帯
• そのうちインストラクターを用意できたのは約８割
• 総参加人数は75名。平均1.7人（最大７人。最小０人）
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利用者層（アンケート結果）

■交通手段■学校との関わり

■利用動機

■交通手段■学校との関わり
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学校（教職員）に新たな負担を生じさせない

１．クラブによる利用受付と参加者管理・生徒との錯綜回避

本事業での具体的な実施内容
１．テニスコート：予約システムの導入、レッスンコーチの配置
２．武道場：管理者を配置
３．利用者と生徒の交錯回避：利用時間の調整、駐輪場の調整

本事業での実
施テーマ

事業実施にあ
たり課題認識

実施結果（令和５年２月６日現在）
１ 予約システム：店舗予約に用いられる市販のシステムを導入。円滑に稼働。
２ 管理者の配置：テニスはレッスンが好評なため、コーチがほぼ常駐

武道場は、利用時のみ管理者を配置
３ 利用時間や場所の調整：武道場は２フロアあるが同時利用が起きないよう調整

職員やＰＴＡ向けの駐輪場利用を回避し

効果・課題
１．テニスコート：利用者には好評。継続を望む意見が多い。

調整事項も少なく、学校側への負担はほとんど無い。
予約システムの使用料が課題（無料プランでは、件数上限などで実用困難。有料プランはコスパに難）
レッスンが無い日の管理や、コートコンディションの確認連絡に課題

２．武道場：利用枠調整は、学校側・クラブ側ともに負担。
利用可能な枠が少なく、時間が一定しないため、指導者、参加者、管理者ともに確保が困難
駐輪場が遠く不便
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予約システム画面



12

実施状況
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不特定の利用者への情報周知

２．広報誌の配布､ＳＮＳの活用

１．広報誌による情報発信：クラブの月報
本事業用に新たに、本中通信を作成し配布

２ ＳＮＳを使った情報発信：クラブのＳＮＳ（facebookやLINE）、ホームページに逐次発信

本事業での実
施テーマ

事業実施にあ
たり課題認識

実施結果（令和５年２月６日現在）

１．広報誌 クラブの月報：５月末、９月末～ 毎号掲載
本中通信は、近隣住宅約20,000世帯にポスティング。全生徒に配布。

２．ＳＮＳ：クラブの公式facebook、Ｌｉｎｅを活用

• 利用者の約４割が、本中通信（ポスティング）から
• 友人・知人からが３割弱（クラブの会員からの口コミ）
• ＳＮＳは１割に満たず
• 全校生徒に配布しても、保護者の間ではあまり知られていないとい
う意見があった（一斉送信メールなどは活用しなかった）

本事業での具体的な実施内容

13

効果・課題
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本中通信

時期 内容

１号 10月
・スポーツ庁事業実施のお知らせ
・国内のスポーツ施設の整備状況(学校に６割があることを紹介）
・テニスコートと武道場の利用方法、スケジュールの紹介

２号 11月
・テニスコートと武道場の利用方法、スケジュールの紹介
・さいたま市内の学校開放の状況
・市内公共スポーツ施設の利用状況
・国内の学校施設活用事例の紹介

３号 １月
・テニスコートと武道場の利用方法、スケジュールの紹介
・アンケート回答のお願い（事業への評価）
・部活動改革の方向性と学校施設の活用について

４号 ２月 ・結果報告

仕様：Ａ３両面、カラー

配布先：全校生徒（学校配布）
中学校を中心に概ね1.5km程度の範囲の２万軒にポスティング
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利用者に優しくない環境の改善（快適さや利便性の確保）

３．武道場への暖房機の設置（仮設）などのよる利用環境の改善

本事業での具体的な実施内容
１．空調機器の導入：暖房器具を設置（レンタル）
２．利用者意見の収集

本事業での実
施テーマ

事業実施にあ
たり課題認識

１ 空調機器の導入 大型石油ストーブをレンタル
暖房により冬季でも利用が可能となった

２ 利用者意見の収集

【武道場】
・石油ストーブは臭いが気になる
・トイレがないのは不安（離れているのは不便）
・駐輪場が遠い
（インストラクターから）
・遮光ができれば、プログラムを増やせる

【テニスコート】
・ベンチなど休むところがほしい
・ラインテープがめくれていて足がひっかかる

実施結果と成果（令和５年２月６日現在）
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利用者アンケートから

■要素評価（テニスコート利用者）

■要素評価（武道場利用者）

不評だったラインテープのめくれ⇒
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近隣住民への影響（騒音、交通などの）懸念
地域住民による定期的な利用枠の確保に対して教職員の理解、協力

４＆５ アンケートや検討会による意見交換の実施

本事業での具体的な実施内容
近隣住民・保護者・教職員へのアンケート等による意見収集

本事業での実
施テーマ

事業実施にあ
たり課題認識

実施結果と成果（令和５年２月６日現在）
【保護者】
• 地域の人が利用することについて、問題はないと思うが８割（右図）
（賛成意見）
• 健康第一なので皆さん運動する場として、是非とも活用を続けて欲しいです
• 地域住民と学生の直接の交流がなくとも、姿をお互いに目にするだけでも意
義があると思う

• 子どもたちも地域の方々の連携をとって、生活しているというのを実感出来るい
い機会

• テニスコートは、生徒が立ち入らない立地であり、空き時間を利用することは
素敵なことだと思います

（反対意見）
• 子どもの学び場である学校に大人が入り込みすぎるのには抵抗があります。
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実施結果と成果（令和５年２月６日現在）

【近隣住民】
• 近隣自治会からは、特に苦情等が出たという話は聞こえていない
• アンケートでも影響があったという回答は無し
• 利用したいと思った人が７割
• もっと使えるようになると良いも７割
• 市民プールが北浦和東口にないので、温水プールがあれば活用したい。

（賛成意見）
• 近場の駒場体育館や公民館は予約がとりずらく、安価で学校の体育館が借
りられるなら是非借りたいです

• 多くの公園でボール遊びが禁止され、子供がボールを使った練習をするのに苦
労してるので、もっとグラウンドなども使えると良い。

（反対意見）
• 本太中の生徒は部活動で校庭を使うのにも順番ですし、体育館を使用でき
るのも週に１回です。コロナが増え出すと部活動はとめられ、子どもたちは我慢
我慢の生活をしているのに、大人が楽しめる場を作るのは何だか賛成できませ
ん
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まとめ
１．成果
（１）全般
• 継続を望む意見が9割強
• 住民、保護者もおおむね肯定的。周辺への影響も無い

（２）テニスコート
• 調整の手間も少なく、利用しやすい
• コートの整備（ラインテープ等）、ベンチなどは必要

（３）武道場
• 調整が手間で、定期的活動が困難。集客、指導者、管理の手配にも難
• 空調があれば冬季でも使える
• トイレに難

（４）運営
• 管理者を個別に配置することは非効率
• 予約システムは一定の効果はあるが、コストパフォーマンスが低く、採算がとれない
• 学内の調整を教頭職が行うことで負担増

２．提案
（１）施設の改善（空調、コート整備、動線の複層化）

（２）利用環境の改善（トイレ、駐輪場、ベンチなど）

（３）常設の管理室の設置、管理者の配置（地域協議会等の事務局配置）
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参考）地域に配布した広報誌 １号（表）
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参考）地域に配布した広報誌 １号（裏）
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参考）地域に配布した広報誌 ２号（表）
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参考）地域に配布した広報誌 ２号（裏）
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参考）地域に配布した広報誌 ３号（表）
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参考）地域に配布した広報誌 ３号（裏）
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